
群馬東部水道企業団の

広域化について

令和２年８月５日



１ 広域化

１-1 企業団概要

１-2 企業団設立の経緯

１-3 課題分析（基本構想・計画）

１-4 群馬東部水道企業団の設立
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団体名 給水人口

（令和元年度）

水道料金

Φ20 20㎥（２ヵ月）

太田市 ２２万４千人 ４，２７９円

館林市 ７万５千人 ３，４００円

みどり市 ４万９千人 ４，７３０円

板倉町 １万５千人 ３，０８０円

明和町 １万１千人 ２，９７０円

千代田町 １万１千人 ３，３００円

大泉町 ４万２千人 ４，６６４円

邑楽町 ２万６千人 ３，０８０円

合計 ４５万３千人

太田市 館林市 みどり市 板倉町

明和町 千代田町 大泉町 邑楽町

１-１ 企業団概要

利根川
構成団体

３市５町

渡良瀬川

給水人口 ４５.３万人・事業収益 １００億円

県内最大規模の団体として安全･安心･安定を目指す
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佐野市

足利市

太田市

桐生市

桐生市

みどり市

館林市
渡良瀬川

両毛地域水道事業管理者協議会

両毛６市

群 馬 県 栃 木 県

広域化

歴史あるコミュニティ

の検討を模索

１-２ 企業団設立の経緯

利根川

H２１年～

• 災害応援協定締結

• 災害用接続管１７箇所

• 年6回に及ぶ各種会議

• 実務レベルでの研修会

• 30年の歴史を持つ（S56~）

主な活動内容等

都市名 太田市 桐生市 館林市 みどり市 足利市 佐野市

第3者
委託

料金
値上げ

共同
体制

PFI
・
DBO
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H22年 群馬県企画課

「地域・大学連携モデル事業」

H23年 経済産業省

「水ビジネス支援事業」

１-２ 企業団設立の経緯

地域の需要者の利益を優先した
３市５町の枠組みが完成

地域経済活性化のための
公営水道事業における官民連携の推進支援

太田市・桐生市・館林市・みどり市・足利市・佐野市・邑楽５町

東毛

４市

邑楽

５町

東毛

３市

邑楽

５町

東毛
４市

邑楽
５町

用水供
給事業

栃木県
２市
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年度 施設使用率

Ｒ6 △18,652 人 △4.1％ △14,770 m3/日 △8.4％ 稼働率70％

Ｒ32 △102,203 人 △22.6％ △45,722 m3/日 △26.0％ 稼働率56％

人口 給水量

【群馬県東部地域】
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の56％
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施設能力
の70％
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施設能力277,028m
3
/日

201,761 193,579

155,804

受水

一日最大給水量表流水

地下水

人口と給水量見通し 水源水量と１日最大配水量比較

人口減少

給水量減少

施設余力増

将来水需要予測

１-３ 課題分析（基本構想・計画）

施設の統廃合

水源水量 Ｈ23 Ｒ6 Ｒ32
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		一日最大給水量（実績値）・計画一日最大給水量（2024年度予測値） イチニチ サイダイ キュウスイ リョウ ジッセキチ ケイカク イチニチ サイダイ キュウスイ リョウ ネンド ヨソクチ														単位：㎥/日 タンイ ニチ

				既認可 キ ニンカ		2013(H25)
年度実績 ネンド ジッセキ		2014(H26)
年度実績 ネンド ジッセキ		2015(H27)
年度実績 ネンド ジッセキ		2016(H28)
年度実績 ネンド ジッセキ		2017(H29)
年度実績 ネンド ジッセキ		2024年度
予測 ネンド ヨソク

		太田市 オオタシ		90,060		88,590		87,924		90,428		90,576		91,510		91,554

		館林市 タテバヤシシ		34,050		33,450		32,980		34,080		32,740		33,430		30,252

		みどり市 シ		20,097		20,143		19,791		20,085		22,035		22,815		20,723

		板倉町 イタクラ チョウ		10,046		8,953		8,616		8,218		7,521		8,489		9,961

		明和町 メイワ チョウ		6,375		6,329		6,099		6,429		5,683		5,923		7,275

		千代田町 チヨダマチ		6,869		6,336		6,418		6,508		6,168		6,388		6,465

		大泉町 オオイズミ マチ		18,213		17,900		17,510		17,250		16,860		17,460		17,381

		邑楽町 オウラマチ		12,867		10,953		10,827		11,190		10,919		11,149		12,911

		合計 ゴウケイ		198,577		192,654		190,165		194,188		192,502		197,164		196,522

		再計 サイ ケイ		199,000		-		-		-		-		-

		対既認可値 タイ キ ニンカ チ		1.000		0.968		0.956		0.976		0.967		0.991		0.990

																												項目				垂直統合を実施しない ジッシ		垂直統合を実施する ジッシ

																												再構築に係る事業費				53.98億円		146.75億円

																												既設施設の更新事業費				335.96億円		330.87億円

																												非常時対応施設整備費				372.14億円		17.06億円

																												合計				762.08億円		494.69億円



																																		2015(H27)		2016(H28)		2017(H29)		2018(H30)		2019(H31)

																																		0億円		0億円		4.43億円		13.67億円		17.15億円

																																		2020		2021		2022		2023		2024

																																		32.19億円		29.92億円		31.04億円		22.54億円		12.81億円







Sheet2

				年度 ネンド		人口 ヒト コウ								給水量 キュウスイ リョウ								施設使用率 シセツ シヨウ リツ

				Ｒ6		△18,652		人		△4.1％				△14,770		m3/日 ニチ		△8.4％				稼働率70％ カドウ リツ

				Ｒ32		△102,203		人		△22.6％				△45,722		m3/日 ニチ		△26.0％				稼働率56％ カドウ リツ
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事業計画（事業費と費用削減効果）

再構築事業費 平成27年度～令和6年度 約54億円

老朽施設更新費 平成27年度～令和6年度 約283億円

１-３ 課題分析（基本構想・計画）

費用削減効果
・施設再構築による統廃合等 10年間で約17億円削減
・国庫補助活用による投資額 10年間で約97億円削減
・包括委託拡充による人件費等 年間で約2.5億円削減

10年間で総額約139億円の削減
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広域化ケース 単独ケース（構成団体合算値）

赤字

黒字確保

収益的収支見通し

太田市 館林市 みどり市 板倉町 明和町 千代田町 大泉町 邑楽町

Ｒ４
赤字

Ｒ４
赤字

Ｈ２９
赤字

Ｈ２５
赤字

Ｈ２８
赤字

Ｈ２８
赤字

Ｈ２８
赤字

Ｈ２８
赤字

企業団経営

Ｒ６まで 黒字確保

《単独ケース》

《広域化ケース》

財政計画（財政シミュレーション）

１-３ 課題分析（基本構想・計画）
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広域化を振り返って

１-４ 群馬東部水道企業団の設立

H２１

• 両毛地域水道事業管理者協議会

H２４

• 群馬東部水道広域研究会設立

H２８
• 群馬東部水道企業団スタート

広域化の議論開始

３市５町の枠組み決定

企業団スタート
まで約７年

広域化後に調整可能な大きな課題（料金統一）は広域化後に調整することとした。

まずは広域化

包括委託により通常業務を離れ、広域化の事務調整に時間を割くことができた。

官民連携の推進

POINT

POINT
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